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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月10日(2014.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の回路と、第２の回路と、を有し、
　前記第１の回路は、第１のクロック信号及び第２のクロック信号に対応して、２Ｘ個（
Ｘは２以上の自然数）のパルス信号を出力する機能を有し、
　前記第２の回路は、前記２Ｘ個のパルス信号に対応して、前記第１のクロック信号の周
期のＸ倍の周期である第３のクロック信号を出力する機能を有し、
　前記第２の回路は、Ｘ個の第１のトランジスタと、Ｘ個の第２のトランジスタと、を有
し、
　前記Ｘ個の第１のトランジスタ及び前記Ｘ個の第２のトランジスタは、チャネル形成層
としての機能を有する酸化物半導体を含み、
　前記酸化物半導体のキャリア濃度は、１×１０１４／ｃｍ３未満の領域を有し、
　前記Ｘ個の第１のトランジスタのゲートには、前記２Ｘ個のパルス信号における１個目
乃至Ｘ個目のパルス信号のうち、互いに異なるパルス信号が入力され、
　前記Ｘ個の第１のトランジスタはそれぞれ、前記第３のクロック信号の電位を第１の電
位に設定するか否かを制御する機能を有し、
　前記Ｘ個の第２のトランジスタのゲートには、前記２Ｘ個のパルス信号における（Ｘ＋
１）個目乃至２Ｘ個目のパルス信号のうち、互いに異なるパルス信号が入力され、
　前記Ｘ個の第２のトランジスタはそれぞれ、前記第３のクロック信号の電位を第２の電
位に設定するか否かを制御する機能を有することを特徴とする分周回路。
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